
Unit3

世界と現象について以下の項目を通して
探究する。
・パターン，サイクル，システム
・多様な慣習，方法，ツール

・発見，デザイン，イノベーションの
可能性と影響

How the world works



Learner Profile



UNIT３

責任ある選択が，世界を
揺るがすイノベーションに
つながる

CENTRAL  IDEA



Line1
「現象とその仕組み」

Line３
「イノベーションを起こすアイディア」

Line２
「予測と選択」





Line1「現象とその仕組み」
Research skill
【メディアと情報の倫理的な使用】
信憑性の高いリソースとそうでないリソースを区別する
ことができる。



Line２「予測と選択」
Self-management skill
【管理・運営】
学びの計画を立て，見通しをもって時間を有効に活用す
ることができる。



Thinking skill
【創造的思考】
ディスカッションや図解を使用して，新しいアイ
デアや問いを発想することができる。

Line３「イノベーションを起こすアイディア」



道徳×探究
5年きく組

探究 Unit3 「How the world works」
                          ×
道徳 「ミッキーマウスの誕生」（希望と勇気、努力と強い意志）
                          ×
道徳 「植物と共に 牧野富太郎」（真理の探究）

Line1「現象とその仕組み」
たまごっちの流行を共通事例として、
「なぜ一時的に多くの人が同じもの
に熱中し、やがてその熱が冷めてい
くのか」という社会現象の仕組みを
探究し、社会がつくる仕組みや人々
の関わりに目を向けた。
共通事例として、旧手宮線や小樽運
河に焦点を当て、「なぜ使われてい
ないのに残されているのか」という
問いから社会の選択の背景や仕組み
に迫った。
流行という社会現象から地域に残る
構造的現象と探究を発展させること
で、児童は「現象の裏には仕組みが
ある」という概念的理解にたどり着
き、次の学習活動(Line2:予測と選
択)へとつながる視点を獲得した。

Line２「予測と選択」
共通事例としてペンシルベニア駅・ベル
リンの壁・ビキニ環礁核実験場を取り上
げ、「残す/壊す」という選択が未来を
大きく変えることを学び、選択の背景や
社会への影響を考えた。こうした学びを
踏まえ、旧手宮線や小樽運河に立ち戻り、
今後も残し続けるのか、壊すのかを「住
民・行政・観光客」など多様な視点から
議論した。
共通事例として安藤百福を取り上げ、開
発者がどのように予測と選択を行い、社
会に影響を与えたのかを学んだ。各児童
は自ら選んだ人物についてその人物の予
測と選択、セントラルアイディアとの関
連を新聞形式にまとめる個人探究を行い、
グループで共有した。グループでの整理
を通して、イノベーションが生まれる共
通点を見出した。

Line３「イノベーションを起こすアイディア」
これまでに学んできた開発者や創作者の予測と選択
また、イノベーションは生まれた理由をもとに新た
な価値や変化を生み出すアイディアを構想する。責
任ある選択がどのようにつながるかを考え、スター
トアップジュニアアワードに向けて表現する。

本時のねらい
・牧野富太郎とウォルト・ディズニーの生き方を

整理し、「イノベーションが生まれた理由」を見
出す。さらに、個人探究した人物と比べて考える
ことで、CI「責任ある選択が世界を揺るがすイノ
ベーションにつながる」構造を理解する。
・より高い目標を立て、希望と勇気をもち、困難
があってもくじけずに努力して物事をやり抜こう
とする心情を育てる。
・真理を大切にし、物事を探究しようとする意欲
を高める。





５年ふじ組 まそびの履歴

Ｌｉｎｅ１
現象とは？
イノベーションとは？

Line2
現象から人へ。
イノベーションを起こしてきた人々には、どん
な予測や選択が在ったのか。
アルフレッド・ノーベルを事例に個人探究へ。

トーマス・エジソン ／ アラン・チューリング ／ 牧野富太郎 ／ 豊田喜一郎 ／
宮本茂 ／ カール・ベンツ ／ ライト兄弟 ／ ココ・シャネル ／ ジェゼフ・プリース
トリー ／ ニコラス・コンテ ／ ジョン・ペンバートン ／ 本田宗一郎 ／ 藤本壮介
／ アルベルト・アインシュタイン ／ 辻信太郎 ／ 野口英世 ／ ジョージ・クラム
／ サム・アルトマン ／ アレクサンダー・グラハム・ベル ／ ウォルト・ディズニー ／
ビル・ゲイツ ／ トマス・ムーア ／ 二コラ・テスラ ／ ジョン・フォン・ノイマン ／
津田梅子 ／ 西郷隆盛 ／ 古川勝 ／ 安藤百福 ／アントニオ・ストラディバリ

＜子どもたちの調べた具体事例＞

【本時】

具体 ⇒ 抽象

この偉人たちの生き様を「予測」と「選択」と
いう概念で抽象的に観ると、何がわかるのか。
共通点が在るとするならば、それはイノベーショ
ンを起こすための本質ではないだろうか。
予測不可能なVUCA時代を生きる子どもたち
が、社会に出て、何を成し遂げるのか。この世
界の仕組みがどうなっているのか、本質を見抜
き、イノベーションを起こせたら素晴らしいこと
で在るが、よりよい社会の在り方に貢献できる
人を育てられたらいいですよね。
この学習がセントラル
アイデアの理解を深める
ことにつながっているで
しょうか。協議会でご意
見ください。

なぜイノベーションを起こすことが
できたのか？

～司書教諭の協力～



５年ふじ組 まそびの履歴

グループディスカッション
から観得たこと





わたしたちは世界と現象について探究をすすめ
ています。そこで，このユニットでの学びを活か
して，「スタートアップJr.アワード2025」
に応募します。あなたはこれからの未来を生きる
一人として，どんな未来を描き，社会に一歩踏み
出しますか。自分の想いや考えをプレゼンを通し
て発信します。

パフォーマンス課題
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